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主 張

繭伊豆保養所用麹閥題は究極の
税金無駄遣いである

川 崎市議会 は市民の代理人と して、
１００条委員 会で疑惑 を明 らかにする義務がある

（議員さん出番ですよ！）

代表幹事 江 口 武正

究極の税金無駄遺いである南伊豆保養所用

地を最低 売却価 格５２６０ 万円 で川崎 市の 土地

開発公杜が一般競争入札方式により民間売却

として売りに出 したこ とは先月 号 でお知 らせ

し た
。 そ の 後 応 札 し た の は １ 名

だ け で あ り、

５５７０ 万円 で１２月 ２２ 目に とう とう 売却さ れ

た
。

６ 億 １７００ 万 円 で 買 っ た 土 地 を ま っ た く 利

用 す る こ と な く 放 置 し
、
あ げ く の は て ５δ７０

万円で売った という究極の税金 の無駄遺いを

川崎市が行ったことになるわ けで ある。

銀行 からの借入れで購入 して おり、 利 子も

１億 円以 上積 み重 なつて おり ６億 ５０００ 万円

以上の税 金が溝に捨て られる ように無駄に使

わ れ た の であ る。

（注： 実際は川 崎市土地開発公杜 （以下公杜と略称）

が１９９６年に川 崎市の意向で南伊豆の魅力のない土地

を約６億円で購入 し、 今回の売
却も公杜が当事者で

ある。 しかしながら公杜は川崎市の直轄であり川崎

市の指令で土地を購入しており、 公杜と川崎市は
一

体であり、 実質川崎市が税金を無駄遺い したことに

な る。）

以下 に 「間題点」 と 「議 員の参画期待」 を

箇条書き に記載す る。

１． 非常な高価での購入

間題 は約 ６億円もの 多額の費用 で買 い付け

る よう な 立派 な、
土地 では なか っ たこ と であ る。

間題の十地は公杜に売った学校法人の伊東学

園 が僅 か２年 前に２ 億円 で買 った もの で、 ２

年間 置いただけで伊東 学園 は４億円 以上の儲

けを上げたわけ だ。 財 政難の時期 に、 ま った

く不 自然な土地取得 であっ た。 ま た保養 所新

設 の 客 観 的 理 由 が ま っ たく なく、
取 得 の
，
目 的

に 疑 惑 が ある こ と で あ る。

２． 裁判所も不当に高 い買い物

と評定

我 々 は、 約 ６ 億円 は不 当
な 高 額 購入 であ り、

常識的な価格 での買戻 しをす べき との監査 請

求を行い、 棄却されたため住民訴訟に踏み切っ

た。 裁判で は土地価格が順当 であるかが争 わ

れ、 裁判所が指 定した不動産鑑 定土は約３億

９０００ 万 円と 評価 した。 川 崎市 は執 拗に ６ 億

円の正当性 を主張 し、 無謀に も裁判に勝つ た

めに別の不動産鑑 定士にまたま た高い鑑 定料

を支払 い７億 ２４００ 万円と の不動 産鑑 定を 裁

判所に提示 した。

結果と して、 裁判 所認定の太 田鑑定の３億

９４００ 万 円 が 正 当 と 裁 判 所 は 判 断 し、
一一
、
二
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審 と も、 川 崎
市 が 敗 訴 と な っ た。

川 崎 市 は ３

億９４００ 万円 以上 で公杜 から 土地を 買戻 して

はな らないとの裁判所 の判断が出た わけであ

る。 裁 判 所 が こ の 土 地 は ３ 億 ９４００ 万 円 以
上

の価値 はないと 断定 したわけである。

と増や し、 かたや率先 して税
金の無駄 遺いを

する川 崎市に税金不払 い運動が起こ らないと

はかぎらないと讐 告 したい。

４． 市議 会の 出番 ですよ

３． 低価 格売 却

購入では６億円 以上の上地 を公杜が処分す

るためにまたま た不動産鑑定 を専門家に依頼

し
、
な ん と な ん と 今 回 は ５２６０ 万 円 と 評 価 が

出されたわけである。

川 崎市が厚顔 にも、 ６～ ７億円 の価値が あ

ると 強硬 に主張 してい た十地 は５２６０ 万円 の

価 値 しかな いと して 入札 され、５５７０ 万円 で

売却されたの だ。

財政難の川 崎市が 大切 な税金を使用 するの

だから、 購入は出 来るだけ安くする、 売却は

出 来る だけ高く 売 るの が当り 前の こと だが、

それぞれの不動産 鑑定書を見ると、 川 崎市は

購入を出来る だけ高く、 売却 は出 来るだけ安

く しているのが明 確に判って しま うのである。

財政難だといい、 市民 に対する負担 は着々

間題 はこ れだ けの税 金の 無駄遣 いを 行い、

誰も責任を取らないことで ある。

阿部市長に 市民への謝罪を申 し入れを した

が、 謝 罪 の 意 向 は ま っ
た く な い よ う で あ る。

市民サイ ドでは働 きかけ に限界があり、 市民

の代理人と して行政を 監視す る議員の職 責を

今こそ果 たすべきとき だと思うが議員 の皆様

は どの様 な見解である か、 … 人一人にお 聞き

した い も の であ る。

裁判 で川 崎市が敗訴 した とき も１００ 条委貝

会設 置をお願い したが、 まったく動く 気配
が

なかった。 今回こそイ デオロギ
ー を越 えて議

会の 良識を 表す 時だと思う。

議会もこれ だけ の多額な無駄遺 いの間題を

追及 しないの では、 そ の存在意義が まさに間

わ れ る と こ ろ で あ る。

いまこそ 議員 さん出番ですよ！！
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使えない剰余金

（川 崎臨港倉庫の実態）

望月 文雄

第三セクター 「川 崎臨港倉 庫株 式会杜」 の

創 立は、 当 時の川 崎市にとつて は、 臨時議会

を開催 して議 会承認を取り付 けなけれぱなら

ない重要な ものでありま した。 私が情報公開

を依頼 して、 議会事務局が送付 してきた、 昭

和３５年６月 の 議会議 事速記 録は Ｂ５用 紙に、

５ 号活 字３ 段組３１ぺ一 ジに及 びます。

私が川崎市の出資２５％以上の第三セクター

３６杜（平成 １６年 度）の中 から、 川崎 臨港倉庫

株式会杜 を調査対象に選ん だ理由は、 川崎港

の総合管理 を行っている川崎 市が設立 し、 先

年破産 した かわさき港コ ンテ ナターミナル株

式会 杜構 想に共通する、 基礎的な考え方があ

るに相 違ないと考えた からですが、 第 三セク

ター である ゆえの、 非常に 珍しい現象が生 じ

て い る の を 見 つ け ま した。

それ は、 総会資料を見れ ぱ、 一目瞭然なの

です が、 何故？という 関心がなけれ ば、 羅列

され た数字に示されて いる 事実は見逃 して し

ま う で し ょ う。 私 は 全 く の 素 人 で す の で、

「珍 しい 現象」 と言っ たこ とが正 しい か どう

かは分 かりませんが、 説明 してみます。

１． 市の 基本姿 勢

一 番 大き な ポイ ン ト は、 戦 争 直 後 と い
える、

昭和 ２２ 年に川 崎 市が市営 倉庫 を設立 したこ

と で しょ う。 昭 和 ３５ 年 ６月 １３ 目 に 開
か れ た

臨 時市議会 の初目、 陣内港湾局長 の議案 第７

１号の説 明の中 に叙述されて いますの で、 長

文ですが引 用 します。 （
「川 崎 臨港倉 庫株式

会杜（仮称）への現物出資 について」 の上程理

由説明 は速記 録で ４ぺ一 ジ、 原稿用 紙２０枚

に達する長いもの で、 恐らく所要 時間３時間

におよぶと思われます。）

（速記録３～４ぺ一ジより抜粋）

「運輸省港湾局長 から昭和３２年１２月 １０目

に出さ れた 通達 は、『港湾管 理者 が資本 参加

等によって 実質的 に支配する、 いわゆる埠 頭

会杜、 港湾運送業、 倉庫業等 を経営 しようと

すると きは 港湾法 第１３ 条の 規 定の趣 旨に か

んがみ左記 に留意 の上遺憾のな いよう措置さ

れたい』、『記、 地元の関係官公 庁、 関係業界

の代表者等をもって構成する審議会 を設置 し、

経営することの適否 について事 前に慎重な審

議を行 い、 そ の結 諭を 尊重す る ものと する』

というもの でございま す」 と前 置き し、 港湾

法第１３条 にのっ とっ た川 崎 の関係 業者 と の

話 し合いの経緯に及びます。

「そ れ で昨年 の６月 ゴ７ 日以 来今 目ま で２０

数回にわたりま して 地元７業者の うち大手 で

ご ざいます三井、 東洋 埠頭その他５ 業者と 市

は会議 を重 ねて参 った わけ で ございま すが、

その会談の内容 をここ で事こま かに申 し上 げ

ることもいたず らに時間の空費と考 えますの

で、 段 階的に申 し上げま すと、 ま ず当初第 １

回にお会い しま したときの先方の言 い分で ご

ざいま すが、 『従 来私 ども再 三に わたっ て市

に陳情書を出 してお願 い しておった線 は、 市

の直営をやめてわれ われと一緒に公私合 営の

倉庫会社を作って われ われにも参加さ せても

ら い た い、 こ う い う 趣 旨 で
ご ざ い ま した が、

４
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今日申 し上げることは今ま でと変わりま して、
一切 市は倉庫業から手 を引 いていただいて わ

れわれ にま か していた だき たい、 こう申 し上

げた い』 こ う い うこ と で ご ざ いま した。

そ れ で私 どもこの 案に 大へ ん驚きま して、

そ う い う む ち ゃ な こ と は な い じゃ な い か、
従

来 再三にわたって われ われと一緒になっ て会

杜を作っていた だき たいという話で あっ たの

が、 百 八・十度 転 換 な さ る こ と は 納 得 が い か な

い、 ま して 港 湾 法 云々 と 皆 さ ん はお っ し ゃ る

が、 実績 が示 して いるよ うに川崎 市は昭和 ２

２ 年 １１ 月 か ら 営 業 を や っ て お っ て、 過
去 １３

年間 も実 績が ある の だ。 皆さ んは、 『現に ７

都市 で公私 合営 の倉庫 会 社ができ ている が、

どこ も
、
長 い の は８ 年 に も な っ て い る に も か

かわ らず一一銭 の配肖も してお らないようなこ

とで公私 合営の会杜という ものはなかな かう

ま く い か な い、
だ か ら 市 は あっ さ り こ の 際 手

を引いて いただいて、 倉 庫はわれわれに貸 し

付けて いただきたい。 なお今後 の倉庫の発展

に伴って 新設すべき倉庫用 の敷 地も随時貸 し

付けて いただきたい』 と言 われ るが、 そうい

うこと はとうてい容認いた しが たい。 他都 市

の例 はいざ知らず全国唯 …と はいえ川 崎市は

過去 十何年来の倉庫営業の 実績を持っている

からして、 他都市の例 をあげてとやかく言 わ

れることはおか しい、 こういうこと で先方の

説得に努 めたわけでございます」。

港湾管理者であると いう川 崎市の直営倉庫

へ の 思 い 入 れ、
’さ ら に、 自

負 の 強 さ の う か が

える記録です。 紆余 曲折を経た後、 公私 合営

の第三セ クタ ー設 立に至 り、 議案 第７１ 号提

案になりま した。 翌日 以降の質疑応答に 出さ

れた新 設会 社の採算 性へ の港 湾局長 同答 は、

「当 面１億 円程度 の借入 金を いた しま す関係

も ございます ので、 この ３５ 年度 では株式会

杜を作って倉庫を建設 するということ でござ

いますので、 倉康 も赤字になろうかと考 えま

す。 来年度 は収 支の推算 を いた して みま す

と、 ５５０ 万 円 程 度 の 収 入 に は な り ま す が、 配

当いたす 樹婁１には相 ならぬと考 えま す。 その

次の年度 で９６１万円程度の 黒字、 そういう こ

と で３６ 年度、 ３７ 年度 で３５年 度 の赤 字が 現

実に 消 えるの で はな い か。 ４１ 年度 で借 入金

が返済に なる見込みで ございま すので、 大 体

４０ない し４１年度 あたり から５ 分程度の 配当

ができる の じゃな かろ うか、 このような 推算

をい たしておるわけ でございます。」 （速記録

６ ぺ 一 ジ）。

２． 経理 上の間 題

私が公開を求めた利益処分計算書によれぱ、

昭和４１年度以降 平均 １２００万円程度 の配当金

支出を続けているの で、 議案提出時 の港湾局

長の回答は正当性 を持 っていたと判 断できる

よ う で す。

と こ ろ が、 イ ンタ
ー ネ ッ トの ホ ー ム ペ ー ジ

を開いて、 決算情報 を見て驚いたの です。 平

成１６ 年度の剰 余金１が１７ 億３６７０ 万円余 もあ

るのです。 川崎市の第 三セ クター一番 の金持

ち 会 杜 と い う こ と に な る の で しょ う か。 こ の

剰余 金を どのよう に使 うのか注目に 値するも

のであるようです。 再 三にわたる情報公 開請

求 は 煩 わ し い の と、
時 間 が か か る の で、 １

月

１９ 目 に メ ー ル で ５ 点 ほ ど質 問 を しま し た ら、

２３日 にメ ール で 「情報 公開 制度 を順 守 する

上でもメール及び電話割こよる情報提供等の

依頼に関 しま して は、 弊仕にとって 依頼者の

真偽の判 断が 困難 であること に加 え市関係部

局との調整対応等も有り施策上軽率に返答す

ること は伸 られる ため、 この度メー ルによる

ご質間事項 について達）同様に回答 は ご容赦賜

りますよう ここに書面にて ご通知 申 し上 げま

す。」 云々 とい う懸懲 なメ ー ル での拒 絶が あ

りま した。 正式な情報公開 でなけれぱだめ だ

と 判 断 し、
昨 日 （１ 月 ２４ 日）、 午

前 中 に 情 報

公 開 を 求 め ま し た
。
今 ま では、 個 人

名 で し か

情報公開を 求めませんで した が、 メ ールの 文

面が 気に 障りま したの で、 「か わさき 市民 オ
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年度以降の取り 寄せに しま した ら、 田辺とい

う名 前は無く、 陣内元港湾局長が 杜長になっ

て いま して
、
田 辺氏 の 処遇 は不 明 で した。 代 々

の会長は市長で、 杜長は市の局長経験者によっ

て構成されて いま す。 監査役 は市の現役収入

役室長が担当 しています。

ンブズマン」 と所属 を明記 しました。

昨年３月 の第二次川崎 市行 財政改革 プラ ン

では、
ｒ経 営 改善 を 進 める 法 人 （１４ 法 人）」

に入って いますので、 即 指定管理者制度対象

ではないよう ですが、 民間業 杜５者と 市側２

者とい う役員会でこの膨 大な剰余金を どの よ

う に使 う の で しょ う か。

盗難車輸出防止体制への

参画

４
・

天下り役員について３
．

これ は提案になるの です が、 中古車輸出が

取扱 貨物 の大きな部分 を占めていると思 われ

ますが、 盗難 車の輸出が 半ば公然と行わ れて

いると いうのが、 日本の輸 出港の現状で はな

いかと考え、 国土交通省のホームページやネ ッ

トの検 索で盗難車輸出 防止対策をサーチ しま

し た が、 情 報 は 皆 無 状 態 で し
た
。 剰
余 金 １７

億円 の使途にも絡むの です が、 この際、 川 崎

港の倉庫業として盗難車輸出防止を最重点課

題 に して、 計画立案、 実行すれ ぱ、 剰余 金の

活用 に なる と 考え ます が
、
い かが で しょ う か。

天下り役員は会長（平成１４年度以 降は会長

職 な し）、 杜 長、 取 締 役 ８ 名 中 １ ～ ２ 名 で、

監査役１名は現役収入役室長が担当していま

す。 会長職は 阿部 市長 になって からは空席に

な っ て いま す。

と ころで、 昭和 ３５ 年６月 の臨 時市議会 で

は設立届けに７名 以上の役員が 必要というこ

と で、 市 側 は 急 遼 囲 辺 助 役 を 当 て ま し
た が
、

議会で紛糾 し、 うやむやの内 に一 括議案承認

という議決を しま した。 役員 になった のであ

れ ば と
、
当 時 の 役 員 名 簿 を 取 ら ず、

昭 和 ４１

）彬
住
民
側
が
実
質
逆
転
勝
訴

／！

元
県
議
団
体
補
助
金
訴
訟

６，．ｃ

最
高
裁
「
公
益
性
な
い
し

静
岡
県
が
元
県
議
の
親
ぽ

く
団
体
コ
兀
県
議
会
議
員
会
」

に
補
助
金
を
支
出
し
た
の
は

違
法
と
し
て
、

「
県
オ
ン

プ
■

ズ
マ
ン
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク

三

限

馨

超
え
て
い
る
一

と
指
一

紅

払

鰐

岬

摘
し
た。

、木
戸
哲一
：

○
万
円
の
返
還
を
求
め
た
住

民
訴
訟
で
、

最
高
裁
第
－
小

法
廷

（
泉
徳
治
裁
判
長
）

は

１９
日
、

支
出
に
公
益
性
が
あ

る
と
し

た
１
，

２
審

判
決
を

破
棄
し
、１
公
益
性
は
な
い
」

と
判
断
し
て
、

審
理
を
東
京
一

高
裁
に
差
し
戻
す
判
決
を
言
」

い
渡
し
た
。

住
民
側
の
実
質

逆

転
勝
訴
と
な

っ
た
。

！
、

２
審
判

決
な
ど
に
よ

る
と
、

県
は

９９

年
度
に
４
５

０
万
円
、

００

年
度
に
２
４

１

万
円
の
禰
助
金
を
交
付
。

同

会
は
県
外
視
察
や
講
演
会
開

催
費
用
な
ど
に
充
て
た
。

第

－
小
法
廷
は

「
補
助
金
の
対
。

象
事
業
は
元
議
員
会
の
内
部

的
行
事
で
住
民
の
福
祉
に
直

接
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
」

と
公
益
性
を
否
定
。

１
支
出

は
杜
会
通
念
上
認
め
ら
れ
る
一

４

予

．ソ

、

‘

、

ｒ

報
償
費
返
還
求
め

県
警
を
市
民
提
訴
富

城

仙
台
地
裁
が
昨
年
六
月
、

宮
城
県
蟹
の
二
〇
〇
〇
年
度

捜
査
用
報
償
費
支
出
に
関
し

て
不
正
経
理
の
疑
い
を
指
摘

し
た
の
に
、

関
係
職
員
に
公

員
返
還
を
命
じ
な
い
の
は
不

当

と
し
て
、

原
告
の
仙
台
市

民
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
は
十
三

日
、

近
藤
善
弘
本
部
長
に
約

二
百
八
万
円
の
返
還
請
求
を

求
め
る
訴
訟
を
仙
台
地
裁
に

起
こ
し
ま

し
た
。

対
象
は
、

同
地
裁
が
支
出

の
実
体
に
疑
い
を
示
し
た
鑑

識
課
、
鉄
道
警

察
隊
と
、
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
が
独
白
調
査
で
不

正
の
疑
い
が
強
い
と
判
断
し

た
生
活
保
安
課
の
計
三
部

署
。
地
裁
判
決
を
受
け
、
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
は
十
二
月
、
住
民

監
査
請
求
を
し
ま
し
た
が
、

同
県
監
査
委
員
は
１
監
査
請

求
で
き
る
期
闇
を
遇
ぎ
て
い

る
し
と
し
て
却
下
し
ま
し
た
。

原
告
側
は
「
県
蟹
本
部
長

は
、

報
償
費
を
着
服
・
横
領

し
た
三
部
署
の
当
時
の
課

長
、

隊
長
に
返
還
を
求
め
る

義
務
が
あ
る
し
と
主
張
し
て

い

ま
す
。

６
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山田 朗 教授 の回答

清水 芳治

こ の１月 ２５ 日、 映 画人 九条の会 が 主催す

る 「護憲派 のための軍 事講座一白衛 隊が 《自

衛軍》 になる とどうなる力←」 という勉強会

が開催された。 講師 は明 治人学の 山田教授。

山田 教授は報告の日的 を①自 民党憲法革案

の問題 点をさぐる、 ② 軍事力 としての自衛 隊

の特 徴をまとめる、 ③ 憲法改悪による日 本の

さらなる軍事人国化と 軍事力の海外展開 を許

さな い道 を考 え る こ と の ３ 点 に 置 い て い た。

自 民党憲法草案 の間 題点も②③も あちらこ

ちらで取り 上げられているので、 報 告に対す

る質間と教授の回 答を記憶にもとづき、 自分

なりの修飾 を加 えながら、 書きと どめておき

た い
。

種々の質 間の中で再軍備論者が取 り立てて

論うの は、 ①外 国の軍隊が攻 めてき たら どう

するの か、 ハナから降伏する のか、 ②北朝鮮

のミサイ ル攻撃を抑止力 もな しに どうやって

防 ぐ の か、 ま
た
、 ③
永 世 中 立 国 の スイ ス さ え

武装中 立なのに、 非武装 中立など平和ボケ だ

と い う こ と に 尽 き る と 思 わ れ る の で、
こ の 部

分に関する教授の回答 を紹介 しておこ う。 勿

論、 私 も教授 の見解を支持する。

島国の目本は四 方を海 に囲まれている ので

目本に侵攻 し占領す るためには空 からか或い

は海から か兵力 を送り込まなけれ ばな らない。

かつての冷戦時代 のソ連だったら或 いは制 空

権を握り空 から兵隊を送り込んだり、 上陸用

舟艇で北海道に 上陸することが可能 だったか

も知れな い。 しか し今ロ シアとの 緊張関係は

な い。

そこで話を 短くす るために北朝鮮 を仮想敵

国と して検 討してみると彼我の 空軍力 で北朝

鮮が空 を制 し、 船を目本海 に浮
かべ兵を日本

に送り込 むと 考えるのは、 かの国の力量 から

ほとん どあり 得ない。 目本海 沿岸にある原 発

をミサイ ル攻撃 した らどうする？ ノ ドンの

精度 は極めて低い、 ピンポイ ン ト攻撃 には適

さな い、 も し原発 を攻 撃すると した ら１
基を

破壊 するのに数十な いし 百発近くを発 射 しな

く てはならない、 果た して北にそれ だけのミ

サイ ルがある か、 そ してそれ だけの ミサイ ル

に直 ちに 充填 する 燃料 が準備 され てい るか、

しかも 原発攻撃 で被害を与える こと ができて

も目木を制する には至らない し、 白 国の防衛

はすっ かりお 留守になって しま う、 白爆する

ならと もかく 軍事的には考 えられないと回 答

し て い る。 一

舟艇 を用 いて上陸作戦を展 開できる軍事 人

国 は ま ずア メ リカ、
フ ォ ー ク ラ ン ド戦 争 を 考

えれ ばイ ギリスも可能 かも知れないが、 今の

中国の 海軍は外洋艦 隊に編成するにはま だま

だ時間 を要する、 上 陸作戦はかなり難 しい作

戦 である、 つづめて言 えば目本に侵攻 してく

る外国 はほと んどあり 得ない。

憲法を改悪 し再軍備 を叫ぶ自民党さ え ｒ差

し迫っ た脅威」 を 強調 していない こと は皆さ

んも良く ご存知である。

従（）て、
武 装 中 立 の メイ ス と の 比 較 は 地 理

的政治的歴史的 条件の違いに目 を瞑り、 ため

にする議論の諺りはまぬ かれ ない。

とりあ えず、 平和主義者が もっ と軍事科 学

の知識を身 に付け諭戦場で的 確に応戦する 必

要性を改めて痛感 した一目 であっ た。

７



ｈｔｔＰ１ ／／ｗｗｗ，
ｋａｗａｓａｋｉ－ｏｍｂｕｄｓ． ｓａ

ｋｕｒａ． ｎｅ． ｊｐ

堀江杜長逮捕に関連して

佐々木玲吉

トノレコ糸己行

１ タ シ ケ ン ト

時代の寵児と もてはやされたライ ブ ドア杜

長堀江貴文が 逮捕 されま した。 莫 大な資金を

作り、 企 業乗っ取り、 買収等マ ネーゲームを

やってい た彼 は、 実は犯罪者 （まだ裁判の
結

果 は 分 か ら な い が） で あっ た の で す。 し
か も、

小泉 総理、 竹中総務相、 武 部幹事長ら は先日

の選 挙 の 時 は 「こ れ ぞ 新 しい 型 の 経 済 人」

「わ れわれ の叫ぶ構 造改 革の 旗手」 と して 持

ち上げ、 相当の エネ ルギーを費や して、 彼を

応援 していま した。 その責任は どうなるので

し よ う。

自民党幹 部のおえら方達 は、 彼 堀汀１のやり

方が、 方法がまず かった、 われわれの
基本方

針は何の間違いもないと言っ ています。 と ん

でもな い迷想 です。

新自由主義、 市場 主義 を標 榜 し、 民間に で

き るものは何でも 民間 へ、 規制緩和、 儲 けれ

ぱ何でも良い、 改 革、 改革と叫んでいた 結果

がこれであり、 姉 歯建築士による耐震 強度 偽

装事件も同根 でありま す。 これ らはす
べて政

治の根本理念に拘わる間題です。

今の小泉、 竹中 ドク トリ ンは米 国流の資本

主義経済 を手本と し、 米国に 追随することを

も っ て よ し と す る の で あ る か ら、 こ の
よ う な

結果 になっ たので しょう。 真 面目に国民の牛

活 に目を向けでいたな らぱ、 このような間題

は起き なかったで しょ う。 今回は即刻辞職に

値する問題と 考えます。

常に顔を米国に向けてい るから 「われ われ

は
、
間違 っ て い な い」 な ど と 言 う の で す。

川 崎市も、 中 央省庁 の意向を受けて、 規制

緩和、 民間委 託等多々 考えているよう ですが、

再考すべきものは多く あると考えます。

望月 文雄

亡妻の遺品の 処理の日安がつき、 私は目ま

ぐる しい目常を離 れたかっ た。 ３月 末 に届い

ていた旅行会 杜の案内書を開い たとき、 ヨー

ロッパでは なく 中近東、 できれ ばトルコかな

と漢然と思 いついた。 こ げ茶 色のイ ンデクス

は トル コ・ エ ジブ ト・ モ ロ ッコと 書 いて ある。

ト ル コ の ぺ 一 ジ を 開 く と、
眼 に つ い た の は、

９， １０ 目 で
１５ 万 ９８００ 円 と い う 安 い 費 用。 Ｄ

Ｍ－６０６という番 号を控 えて、 旅行会 杜に電

話 で 申 込 む。
予 約 番 号 は ４８７０ － ８４８、 最

終

キ ャ ンセ ル は ５月 １３ 目。 翌 々 目、 同
じ旅 行

会 杜 か ら 「ト ル コ １５ 目 間 モ ニ タ ー 周 遊、
１４

万 ９８００ 円 と い う 案 内 の 葉 書 を 落 手、
ア レ ！

と眼を見張る。 早速、 葉書にある 電話先に連

絡
、
フ ラ イ ト決 行 の 様 子 が わ か る ま で は、 ２

つの予約 をしたいと意向をはな すと、 どち ら

かに決 めてく ださいという。 モ ニタ ー周 遊の

催行は決 定かと念 を押すと 「はい」 という返

事が返ってき た。 先の予約 はこちらで取り消

します というので、 コース と予約番号を伝
え

る
。

今 回 は … 人 旅、 と は 言 う も の の、
亡 妻 の 分

骨と 使わなかった 入れ 歯を入れた小さな骨 壷

と写真を携 帯することに した。

夫婦での海外旅行 を楽 しみに して いた妻へ

の 思 い
。

ウズベキスタ ン航 空？ 始めて聞く航 空会

杜名。 イ ンタ
ー ネ ッ トで 探 索 す る と、

ロ シ ア

から独立 して間 もない中央ア ジア の国である

こ と が 分 かっ た。
しか し
、
私 の 記 憶 に は シ ベ

リア抑 留者 の何万人かが シベリア から移動さ

せ られた国 （当時は地方） と は思いもつかな

か つ た。

旅 行に 出る１Ｏ目 ほ ど前、 ネ ッ トで海 外安
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全情 報を探索 すると、 ４月 にイスタ ン ブー ル

で爆弾事件が発 生 したり、 ウ
ズベキスタ ンで

大統領への反対デモ が発 生 したが、 現在は平

愚 しか し、 治安 には注意をとい うこ とだっ

た
。
そ の 情 報 を 見 た と き、

２ 週 間 ほ ど 前 に、

デモ参加の民衆数 百人が殺害され た模様とい

う ニ ュ ー ス が 流 れ た こ と を 思 い 起 こ し た。 出

発目の１週間前、 添乗員 からの確認と注意事

項の連絡 電話が入 った。 ２件 の情報 を伝える

と 「現在 は落ち着いていて、 治安 は守られて

い る の で、
催 行 の 変 更 は あり ま せ ん」 と い う。

トルコ周 遊を決めて から、 観光のポイ ント

を どこ に 置く か 迷 っ た。
数 冊 の ガイ ドブ ック

を 購 入 し
、
ぺ 一 ジ を め く っ て も、

ポイ ン トが

絞れ ない。 コースの案内状 から、 宿泊地 や観

光予 定地を書き出 し、 主要な場所を調 べて も

だめ。 イ スタンブール は ビザンチン帝国 の首

都で、 コンスタ ンティノープルという都市だっ

たのだから、 その歴 史に親 しもうと、 塩 野七

生の 「コンスタ ンティノ ープルの陥落」 を読

むことに決めた。 キリ ス ト教の最初 の公会議

が開かれたニカイ アとか、 使徒パ ウロ の誕生

地タル シシ、 カナ ン入植まえのア ブラハ ムが

父と暮 らした、 ハ ランも、 箱舟伝説 のア ララ

テ 山 も 旅 行 の コ ー ス に 入 っ て い な い の で、
聖

書中心 のポイ ン トは取れな かったの だ。 後で

こ れ が 大 失 敗 だ っ た こ と に なる の だが。

羽田空港の フライ トが予定より１ 時間遅れ

て
、 １
１ 時 を 廻 り、

関 西 空 港 へ 寄 る１コー ス 設

定が腋 に落ちなかったが、 週２ 便のウ
ズベキ

スタ ン航 空は成囲発関酉 空港 寄港でウズベキ

スタ ンの 首都タ シケ ントヘフライ トする定期

航路が設 定されている らしい。 関西 空港で若

干の同行者 が乗り込み、 フライ ト したのは午

後 １ 時過 ぎ
。

タ シケン トに到着 したの は現 地時間で夕方

５ 時半過 ぎ。 飛 行 時間 １３ 時間 弱は モスク ワ

経由 でヨーロ ッパヘ行くときの、 成 田～モス

クワ間 とほぼ同じ所要時間 だ。 添乗 員がウ ズ

ベ キスタ ン観光と トルコ行き は空港内のバス

が異なる ので、 乗り間違 えないようにと 再三

説 明 す る。 ＨＹ ５２８ 便
を 降 り る と、

機 外 の 温

度 は３０ 度 を 遥 か に 超 え て い る、
目 本 の 真 夏

、

灼熱 という気 泓 体中 から汗が噴出す る。 空

港内 の移動用 バスが２ 台ずつ、 左右 に分かれ

て 止 ま っ て い る。 確
か に、 どっ

ち に乗 っ て い

いのか戸惑う。 添乗員 の小旗を日印 に流れに

従 う
。

タシケン ト空港 は軍用 空港も 併用 とかいう

人のささやきが聞 こえたが、 確認の 必要はな

い。
バ ス は ノ ンス テ ッ プ の 床 が 低 い 形、

座 席

は中央部分左右 に背 中合わせの もの が２つ ず

つ設置されて いる だけで、 乗る 人の大部分 は

立 ちっ 放 し。 持物 はノｊ・型 の リ ュ ック サ ック
や
、

サブザ ックな のだが、 トルコ観 光への グルー

プら しい団体 が３組も乗り 込んだので、 通 勤

の満員 電車の ようだ。
べとつく 肌が触れ合 っ

て 気 持 ち 悪 い
。

移 動 は ４， ５ 分 か か る。 占 め か しい ２ 階
建

ての建物の前 で下ろされた。 大き なプラタ ナ

スの木 が建物の前に植え られていて木 陰をつ

くって いる。 旅行者は外 階段 から２階 へ上が

り、 添乗員 の入国手続き の間、 奥の待合 室で

乗り継 ぎ便の案内を待っ。 待 合室は休憩 座席

の 後 ろ が 広 い 階 段 で、 １ 階 に 降 り ら れ る。 １

階は椅 子 が５， ６０ 席 あり、 ウ ォ
ー タ ーク ー ラ ー

が 売店側の壁際に備 えられている。 使 い捨て

の プラ スチック製コ ップがク ーラーの側 面に

備 え て あ り
、
料 金 は 不 要

。
サ ー ビス ら しい

。

反 対側に沈面所が あり、 その北側が出 国検査

室、 兼待合室だ。 こ の待合室は出国検 査完了

者専用。 飛行機に搭乗するものは各自がチケッ

トをチェックされた 上で、 移動バス に乗車す

る
。

この建物は国外旅行 出入国の施設と して作

ら れ て い る ら しい が
、
規 模 が 小 さ い

。
自 国 の

海 外旅行 者 はいたっ て少 ないの だろ う。 （昨

年 未世界陸上競技σ）東京 会場で体操選 手権が

あり、 ウズベキスタ ンの女子選手が出 場 して

いた
。
１ 人 で 参 加 した の で は な い の だ ろ うが、
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り出せない。 乗り継 ぎに要した時間 は１ 時間

余り、 待合室の２ 階のテ レビは目 本と トルコ

のサッカーの 実況放送だったよ うだ。 イ スタ

ンブールヘの飛行 時間 は約５ 時間 だという。

「アー ア」 という 同行者 たち のた め息が 一斉

に 出 る
。
皆 疲 れ て い る よ う だ

。
エ コノ ミ ー 症

侯群に罹った 人が１人もいな いのは、 夫々に

旅慣れているということか。

国の選手 に選 ばれて目本へ来る のに、 あのタ

シケ ント空港からフライ トしたのかと思うと

懐か しさ を感 じた。 エリー トだから選 ばれた

の に 相 違 な い が）
。

私は洗 面所の男子 トイ レで、 用 意 してきた

イ ン シュ リ ン の 注 射 を した。
トイ レの ドア の

施錠がき かず、 少 し嫌な気持ち。 リュックサ ッ

クの 申の、 妻が苦笑 して いるようだ。 汗拭き

を全部 トラ ンクに 入れて 預けてあるので、 取

）８（】済経【２ ０ ０ ６ 年１ 月 ｒ ９ 日 （木 躍 日）旗

欝
政
府
は
、

二
〇
〇
六
年
度
の

軍
事
費
（
防
衛
関
係
費
）
に
つ

い
て

「
対
前
年
度
Ｏ
・
９
％
の

削
減
を

実
現
」

と

誇
り
ま
す

が
、

そ
れ
で
も
総
額
は
四
兆
八
一

干
百
三
十
九
億
円
（
四
百
二
十

四
億
円
減
）
。

第
二
の
車
事
費

と
い
わ
れ
、

内
閣
官
房
予
算
に

含
ま
れ
る
信
報
収
集
衛
星

（
軍

事
偵
察
衛
星
）
経
費
六
百
十
一

億
円
を
加
え
る
と
、

四
兆
八
干

七
百
五
十
億
円
で

す
。増

加
が
目
立
つ

の
は
「
ミ
サ
イ
ル

防
衛
」
（
Ｍ
Ｄ
）
関

遵
経

費
。

政

府
・

防
衛
庁
が
導
入
を

開
始
し
た
の
は
〇

四
年
度
予
算
か
ら

で
、

年
々
そ
の
経

費
は
増
加
。

〇
六

年
度
予
算
案
で

は
、

〇
五
年
度
比

で
１６

・
８
％
増

の

干
三
百
九
十
九
億

円

（
二
百
一
億
円

増
）

に
達
し
ま
し

た
。
「
ミ

サ

イ

ル

防
衛
」

関
遵
経
費

と
し
て
は
、

過
去
最
高
額

で

す
。新

た
に
経
費
３０
億
円

現
在
導
入
申
の
シ
ス
テ

ム

は
、

地
上
配
備
型
の
迎
撃
ミ
サ

イ
ル

（
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
）

と
イ
ー

ジ

ス
艦
配
備
型
の
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

（
Ｓ

Ｍ

３
）
、

新

型
レ

ー

ダ

ー

（
Ｆ
Ｐ
Ｓ
－
Ｘ
Ｘ
）

な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

□９□

今
回
、

新
た
に
次
世
代
型
Ｓ

Ｍ
３
に
つ
い
て
日
米
共
同
開
発

に
乗
り
出
す
経
費
約
三
十
億
円

も
計
上
し
ま
し
た
。

「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」

は
ブ
ッ

シ
ュ
米
政
権
が
推
進
し
て
い
る

も
の
で
、

椙
手
側
の
ミ
サ
イ
ル

を
撃
ち
落
と
す
こ
と
で
、

報
復

の
心
配
な
く
先
制
攻
撃
を
可
能

に
す
る
シ
ス
テ
ム
。

米
国
か
ら

の
導
入
だ
け
で
な
く
、

と
も
に

米
イ
ー
ジ
ス
艦
か
ら
発
射
さ
れ
る
Ｓ
Ｍ
３

ミ
サ
イ
ル

（
米
軍
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）

海
外
派
兵
の
計
画
・
訓
練
・
指

揮
を

二
兀
的
に
実
施
し
ま
す
。

日
米
両
政
府
は
昨
年
十
月
、

政
府
と
し
て
「
我
が
国
に
対

す
る
本
格
的
な
侵
略
事
態
生
起

の
可
能
性
は
低
下
」
（
新
防
衛

次
世
代
ミ
サ
イ
ル
共
同
開
発

軍事費

政 府 が計画する「ミサイル防 衛」システム の導入 構慈

イ
ぷ
艦
㌣ 舳５、戦

１隷１１…円

黙し ∴ 筆１隻１目
１

歎
醐
１籠率紬ふ１

魏七型簸岬１ 悌 ≡、、ゴ 傭

共
同
開
発
に
乗
り
出
す

こ
と

は
、

日
本
が
米

戦

略
に
よ
り
深
く
組
み
込

ま
れ
、

支
え
る
役
割
を

担
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま

す
。

在
日
米
軍
再
編
の
な

か
で
焦
点
の
一
つ
に
な

っ

て
い

る
、

陸
上
自

衛

隊
の
「
中
央
即
応
集

団
」
（
約
三
千
二
百
人
）

の
新
設

も
決
め
ま
し

た
。「中
央
即
応
集
団
」

の
司
令
部
は
、

陸
自
の

米
軍
キ
ャ
ン
ブ
座
間

（
神
奈
川

県
）
に
、
「
中
央
即
応
集
団
」
司

令
部
を
米
陸
軍
新
司
令
部
と
と

も
に
設
置
す
る
こ
と
で
合
意
し

ま
し
た
が
、

地
元
自
治
体
は
強

く
反
対
。

こ
の
た
め
、

暫
定
的

に
陸
自
朝
霞
駐
屯
地

（
東
京
、

埼
玉
）

に
司
令
部
を
設
置
し
、

そ
の
う
え
で
キ
ャ
ン
プ
座
間
へ

の
移
転
を
狙
う
計
圃
で
す
。

「
思

い

や

り

予

算
」
も

こ
の
ほ
か
、

イ
ラ
ク
派
兵
経

資
に
、

百
四
十
六
億
円
を
計
上

し

て
い

ま
す
。

規 て 二 大
模 い 月 綱
上 な ） 、

陸 が と ○
侵 ら 半ｕ 四
攻 、 断 年

を 大 し 十

想
定
し
た
装
備
調
達
も
継
続
し

て
い
ま
す
。

９０
式
戦
車
十
一
両

の
ほ
か
、

対
戦
車
ミ
サ
イ
ル
を

装
備
し
た
Ａ
Ｈ
弘
Ｄ
戦
闘
ヘ
リ

コ
プ
タ
ｉ
一
機
、

Ｆ
２
戦
闘

機

五
機
の
経
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。「思

い
や
り
予
算
」
（
在
日
米

軍
駐
留
経
費
負
担
）
は
二
千
三

百
二
十
六
億
円
。

〇
五
年
度
比

で
２
・
２
％
減

（
五
十
二
億
円

減
）

に
す
ぎ
ず
、

引
き
続
き
二

千
億
円
を
超
え
る
菖
水
準
で

す
。

（
お
わ
り
）
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編集後記
○佐々 木 さん の原稿 にあ るが 「ライ ブ ドア」

間題は小泉構造改 革路線の徒花な のか、 それ

とも嫡出子なの か。 諭議の分 かれる ところだ

ろう。 ただ錬余 術に正統と違 法が あることが

分かっただけでも勉強にはなる。

○毎日新聞の小さ な記事だっ たが、 阿部市長

の来年度予算 の眼目は福祉と 児童だと報 じら

れていた。 批判 する政党は
「市民に冷たい阿

部市政」 といっ ている。 間題 にしたいの は毎

目新聞 の記事が阿部市長 の言明を検証抜き で

報道 したのか、 それと も予算の骨格を 分析 し

た 上で、 市長言明と予算 の内容は合致す ると

判 断 したのかである。 というのは裏返 してい

えぱ、 記事 は批判 政党 の言動 は虚偽 であ る、

という内容を含意 しているか らで ある。 どう

もこう した記事 が多いように 見受 けられて仕

方 な い
。

○国 家予算に日を向ける と、 歳出削減、 所得

税増 税が否応な しに飛 び込んでくる。 軍事費

も一見削減されてい るようにみえる。 一部の

人々 は軍 事科学の研 究が技術革新を推 し進め

る、 決 して
無 駄 で は な い な どと い う。

こ う し

た 発 言 を 聞 い て い る と、
どこ ぞの 市 長 が、 い

ま開発に金 を回しておけ ぱ、 いず れプラス に

なって市 民に返っ てく ると 言っ ている言葉 を

苦々 しく 思 い 起 こ す。

○新年を迎えた と思ったらこの 会報を発行 す

る ２ 月 を 迎 え て い る。
幹 事 会 で は ２００６ 年 度

の新役 員人選、 定例総会会 場の決定な ど、 す

でに５月 の行動を視野 に入れて動き始め てい

る。 それ と２００５年 度会 費未納 の
会員 に会 費

納入のお願 い している。 会 の方針と して 前年

度会 費未 納者は６月 時 点で自動的に 除籍 せ ざ

る を 得 な い か ら だ。・こ の
点
、
ご了 解 い た だ き

た い。
（清水）

会計報告 ２００５ 年 ４ 月 １ 目 ～２００６ 年 １ 月 ２７ 日

一般会計
１ １ 「 ， ■

収 人 （円） 支 出 （円）
……凹 ｝ １

前 期 繰 越 ６５２，３９５ 会 報 発 行 費 ８９，７２９

会 費 ４０４
，
Ｏ００ コ ヒ ー 代 ５

，
９８０

資 料 販 売 ６，９００ 情 報 公 開 請 求 ５４９０

寄 付 金 ５０，ＯＯＯ 会 場 費 １９，６００

利 息 ７０ 訴 訟 経 費
■■■

０

旅 費 交 通 費 １６０，０００

事 務 用 品 費 １，０８５

通 信 費 ９
，
４００

一 １ ■ 一 一

， 備 品 消 耗 品 費 ０

図 書 費 ４，２００

全 国 会 費 １０，Ｏ００

講師料 Ｏ

Ｈ Ｐ 管 理 費 ６，ＯＯＯ’ ’ 』一一旧 Ｉ１

雑 費 １２，１２０

収 人 合 計 １，１１３，３６５
支 出 合 許 ３２３，６０４

残 高 ７８９
，
７６１

訴 訟 積 立 金 ２，ＯＯＯ，ＯＯＯ■ 一 ■
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今捜⑳晋窟
月 例 会 議 ・ 学 習 会 い ず れ も どな た で も

ご 参 加 い た だ け ま す．

２ ０ ０ ６ 年

２月 １ 目 （水） 会 報 第 ５ １ 号印 刷 ・ 発 送

２月 １ ３ 目 （月） Ｋ Ｃ Ｔ 損 害 賠 償 第 ５ 回 公 判

２ 月 ２ １ 日 （火） 第 １ ０ 回 拡 大 幹 事 会

３月 ２ ０ 目 （月） 第 １ １ 回 拡 大 幹 事 会

３月 ２ ５ 日 （土） 会 報 第 ５ ２ 号 原 稿 〆 切 目

４ 月 ３ 目 （月） 会 報 第 ５ ２ 号 印 刷 ・ 発 送

４月 １ ８ 目 （火） 第 １ ２ 回 拡 大 幹 事 会

５月 １ ４ 目 （目） 第 １ ０ 回 定例 総 会

１３：３０

１１：３０

１８：３０

１８：３０

１３：３０

１８：３０

１３：３０

中原区役所

横浜地裁５０２号法廷

申原市民館和室

エ ポ ック な かは ら

中原区役所予定

中原市民館和室予定

エ ポ ッ ク な か は ら

３月の拡大幹事会は
エポックなかはらです
ご注意下さい

発行 かわさき市民オンブズマン
所在 地 郵便番号２１０－８５４４
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